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要旨 

 

 近年のグローバル化に伴い、越境する人々や国際結婚が増加し、多言語環境で育つ子ど

もたちも増加の一途をたどっている。これまでの在外教育機関である日本人学校および補

習授業校は、ある一定期間の滞在を終えたら日本に帰国するという前提の日本国籍の子ど

もたちの義務教育機関であった。しかし、ここ数年来、特に補習校で日本語を学ぶ永住予

定や帰国未定の子どもたち、国際結婚家庭の子どもたちの増加で、在籍児童生徒の背景や

日本語力の多様化が進んでおり、それに向けた対応が新たな課題となっている。このよう

な子どもたちに対する継承語としての日本語教育への関心やニーズが高まる一方、年少の

継承語学習者は、日本語を使用する環境や学ぶ動機を持ちにくいと言われている（中島

2001；佐々木 2003 など）。 

 これまでも北米の日系人の継承語学校や補習授業校からは調査報告（佐藤 2003；ダグラ

ス 2003；森 2005 など）や学齢期の日系国際児に継承語としての日本語教育を行う教育実

践（カルダー2008）が報告されている。 

 しかし、ヨーロッパには日系移民の歴史がなく、また在留邦人も少ない等の理由から補

習授業校以外には、学齢期の日系国際児が日本語を学べる機関がきわめて限られている（奥

村 2006）。また管見によれば、ヨーロッパにおける補習授業校での継承語教育の状況や可

能性を探る研究は奥村（2006）以外にない。本研究は、イタリアの補習授業校の継承語ク

ラスで日本語を学ぶ国際結婚家庭の子どもたちと保護者、担任教師に焦点をあて、問題山

積みと言われている継承語教育の実態を明らかにし、今後の方向性を探ることを目的とす

る。 

 具体的に、本論文の研究目的はつぎの 5 つである。まず、当事者の真の声を拾い上げる

こと。つぎに、イタリアに渡った新移住民と呼ばれる日本人の父親の特性を明らかにする

こと。また、複数の言語と文化が交叉するところでは人々の言語観・教育観はどのように

揺れ動くのかを明らかにする。さらに、多言語環境のはざまで育つ子どもたちの社会的状

況から継承語教育の実態と可能性を考察する。最後に、実際に教室では何が学ばれている

のかを授業観察により分析する。  

 論文全体の構成は8章からなる。第1章は、研究の目的と背景、イタリアにおける日本語

教育および言語政策、第2章では先行研究からの知見を述べる。第3章は調査概要、第4章か

ら第6章までは、保護者、教師、子どもたちへのインタビュー調査結果を分析する。第7章

では、授業観察から教師の発話と子どもの非言語行動に注目し、会話分析の手法を用いて

授業を分析する。第8章では、インタビューや授業観察から明らかとなった分析結果をもと

に統合的に考察する。 本研究の結果をつぎのようにまとめる。 

 日本人の父親はイタリア志向でイタリア社会に軸足を置いているが、国民国家の枠に

とらわれないトランスナショラルな意識を持っている。言語観・教育観は個人によって

違いがあるが、日本語継承よりも英語や他の言語の習得に重きを置く傾向が見られる。

授業分析からは、年齢相応の教材の不足、継承語教育の方法論の未発達から、子ども

たちは学ぶ意欲を失いがちであることが明らかになった。しかし、在留邦人の少ない

地域では補習校は母語コミュニティの重要な役割を担っている。海外子女教育の拠点と

しての重要性は言うまでもないが、継承語としての日本語を学ぶ子どもたちの育成も視
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野に入れることを望む。親との接触を軸に子どもは言葉を学び、社会文化的存在とし

て成長していくことを親に強く訴えるとともに、認知面の成長を視野に入れた継承語

用教材と教授法の開発、日本語教育と年少者の言語教育の専門性をもつ教師の育成が

急務となろう。 
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